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結核菌菌体蝋質の免疫学的性状に関する研究
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感染防禦能及びツベルクリソ・アレルギー賦与能について

（モルモットを用いての実験）
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緒

私は前2編1)2)において,12週間培養人型結

核菌H2株加熱死前よりAnderson3)の方法に

より抽出した融点120｡～123｡Cの精製蝋（以

下Waxと略記す）はマウスに対する毒性及び

結核患者血清に対する反応原性弱く，且つウサ

ギに注射すると抗体を産生し，ツベルクリン。

一
二
宮

アレルギー（以下「ツ・ア」と略記す）を賦与

することを報告した．今回はWax,菌体蛋白

(PF)及びWax+PFでそれぞれ前処置したモ

ルモットに結核菌を感染し,WaxとPFの感

染防禦賦与能及び免疫後の「ツ・ア」賦与能を

比較検討した．以下はその成績である．

実験方法

1）実験動物：体重300～350gmの健康モルモットで(8mg)+PF(6mg)を1mの流バラに浮遊し1

ツペルクシン反応陰性のもの12頭を実験に供した．週間隔で2回左右大腿外側に筋注した．

2）ツベルクリン反応（以下「ツ」反応と略記す）：なおその外無処置のモルモット3頭を対照群とし

10倍OTO.1mlを皮内注射し48時間後の発赤及び硬た．

結を観察した．4）感染方法：人型結核菌H2株4週培養の生菌

3）免疫方法；モルモット9頭を3群に等分し，各0.1mgを免疫開始後5週目にそれぞれ左大腿外側に

群にそれぞれWax(8mg),PF(6mg)及びWax 皮下注射した．

成績

感染後4週目に撲殺剖検し肉眼的に観察した

後直ちに肺，肝，脾の一部をとり計量して乳鉢

中に入れ磨細する．之を1%NaOHで10倍及

EX100倍に稀釈しそのおのおのの:0.1mlを1%

小川培地に移植した．

実験

1）「ツ」反応（第1表）

Wax,PF及びWax+PF注射3週後に行

った「ツ」反応はWax¥I-PF群最も強く,Wax

群は之に次ぎ,PF群はすべて陰性であった．

2）臓器内結核菌定量培養成績（第2表）
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対照群と比較するにWax群及びWax+PF

群ではいくらか病変力?軽度であったがPF群で

は差が認められなかった．

Wax群及びWax+PF群ではPF群及び無処

置群に比して発生集落数はいくらか少かつた．

3）臓器の肉眼的所見（第1表）

各群の肺，肺門腺，肝，脾，の肉眼的変化を

接

合状態と異なるなどの事8jあるいはPFに質的

差異がある事などに由来することが考えられる

感染防禦能と「ツ・ア」との関係を考察すれ

if,Ra泊l9)は精Wax並びに蛋白質の各単独

投与では「ツ・ア」は発現せず，両者を混合し

て接種することにより,OTに対する特異的な

遅延性の反応を現わすに至ることを証明した．

しかしながら此の場合抵抗性は賦与出来なかっ

たことから，アレルギーと免疫には平行関係が

ないとしている．

而して本実験の場合もWax+PF群の方が

Wax群より「ツ・ア」は強度であるが両群間

に感染防禦能の差が認められなかった．しかし

ながらこの両群と「ツ・ア」の出現しないPF

群との間には防禦能に差が認められた．すなわ

ちPFとWaxを混合注射することによって

PFはWaxの「ツ・ア」賦与能を増強するが感

染防禦能には影響を及ぼさないものの如く推定

された．

考

不破4)，染谷5)等はWaxに或る程度の感染

防禦賦与能を認めたが，これに反して戸田等6）

は否定的な報告をしている．本実験の結果から

はWax及びWax+PFによる前処置は対照群

に比しわずかではあるがモルモットに対する結

核の感染防禦能を昂進するものと推定された．

感染前の「ツ・ア」はWax+PF群に最も

強く,Wax群これに次ぎ,PF群では陰性で

あった．すなわち,WaxにPFを混じて注射

することによりWax単独注射時よりも「ツ・

ア」は強化された．

山口7)は粗Waxに精Waxより強い感染防

禦能が存在すると報告したが，本実験ではWax

+PF群とWax群の間に感染防禦能の差が認

められなかった．この成績の不一致は,Wax

に混合したPFは粗Waxから直接に分離し

たものでなく,PFとWaxの混合率が実際の

粗Waxと相違しており,PFとWaxの単純

な混合が粗WaxにおけるWaxとPFの結

結

モルモットに第1及び第2編')2）に報告した

Wax並びにPFを注射しその感染防禦能及び

「ツ・ア」賦与能を検討し次の結論を得た．

1)PF注射により「ツ・ア」の発現は認め

られなかったがWaxにPFを加えて注射す

ることによりWax単独注射よりも「ツ。ア」

発現の増強を認めた．

論

2)PF注射群では感染防禦能の昂進が認めら

れなかったがWax-|-PF注射群では軽度なが

らほとんど同程度に感染防禦能の昂進せること

が認められた．

3）「ツ・ア」の強度と感染防禦能とは平行

しなかった．
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WaxyWax+PF,PF免疫群のツベルクリン反応及び感染4週後の臓器肉眼的所見
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第 2表

感染防禦実験臓器定量培養（5週の成績）
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